
JCLO48098  

要 約  

1 表題  

2，4－ジーtert－プチルフェノールのヒメダカ（0ヮヱ血加如∫）に対する魚類急性毒性試験  

2 試験結果  
各実験期間における半数致死濃度（LC50牌）を以下に示した。  

なお、LC50値及び95％信煩限界は軌定濃度を用いて算出し、100％死亡最低濃  

度、0％死亡最高濃度及び最大無作用濃度（NOEC）は測定濃度（時間加蛋平均  

値）を記載した。  

24時間LC50値：  

95％信頼限界：  

100％死亡最低濃度：  

0％死亡最高濃度：  

最大無作用濃度（NOEC）：  

4S時間LC50値：  

95％信頼限界：  

100％死亡最低濃度：  

0％死亡最高濃度：  

最大無作用濃度（NOEC）：  

72時間LC50値：  

95％信頼限界：  

100％死亡最低濃度：  

0％死亡最高濃度：  

最大無作用濃度（NOEC）：  

96時間LC50値：  

95％信頼限界：  

100％死亡最低濃度：  

0％死亡最高濃度：  

最大無作用濃度（NOEC）：  

1．25mg／L （Probit法）  

0．86－3．75mg／L （Probit法）  

1．43mg／L  

O．7＄mg／L  

O．47mg／L  

O．87mg／L （Probit法）  

0．62－1．86mg／L （Probit法）  

1．19mg／L  

O．47mg／L  

O．31mg／L  

O．73mg／L （PTObit法）  

0．53－1．1＄mg／L （Probit法）  

1．19mg／L  

O．47mg／L  

O．31mg／L  

O．68mg／L （Probit法）  

0．50－1．02mg／L （Probit法）  

1．19mg／L  

O．47mg／L  

O．31mg／L  

2露   



JCLO48C98  

Table8 Di5SOIvedoxygenconcentrationsduringa96－Hour  

Nominal  Dissolvedoxygenconcentrations（皿釘L）  
Concentration  

（mg／L）  0一打our 24－Hour 48－Hour 72・Hour 96－Hour  

New  7．8  8．0  7．8  臥0  
Control  

Old  7．8  7．5  7．6  7．6  

New  7．8  8．0  7．9  8．0  

01d  7．6  7．5  7．6  7．7  

New  7，8  S．0  7．9  8．0  

01d  7、7  7．4  7．6  7．6  

New  7．8  7．9  7．9  8．0  

01d  7．7  7．7  7．g  7．畠  

New  7．8  7．9  7．9  g．0  

01d  7．3  7．1  7．1  7，名  

New  7．8  7．9  ＊  ＊  ＊  

01d  7．0  6．3  ＊  ＊  

New  7．7  ＊  ＊  ＊  ＊  

01d  6．5  ＊  ＊  ＊  

＊：Alloftest貞sh died．  
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要  旨  

基盤査重畳 環境省  

表 ＿   ジフェニルエーテルの藻類（脅e〟ゐ山’rc加erJ■eノノ∂∫〟如打と∂f∂）に対する生  

長阻害試験  

室墜畳呈   No，2004一生65  

試験法ガイドライン  

本試験は、厚生労働省医薬食品局長、経済産業省製造産業局長、環境省総合  

環境政策局長連名通知「新規化学物質等に係る試験の方法について」（薬食発  

第1121002号、平成15・11・13製局第2号、環保企発第031121002号、  

平成15年11月 21日）に準拠して実施した。 

ジフェニルエーテル   

止水式、振塗培養（ユ00rpm）  

／な別ノゐ山‘√C力〃eノイeノノ∂∫〟ムc∂直∫∂J∂（ATCC22662）   

72時間  

対照区，0，25，0．33，0．44，0．58，0．78mg／L   

公比；1．3   

100mL（OECD培地）／容器   

3容器／試験濃度区、6容器／対照区   

0．5×104。ells／mL   

23±2 ℃  

60～120〃E／m2／s（フラスコ液面付近）で連続照明  

試験溶液のpH調整は行わない  

HPLC 法  

1）被験物質   

2）暴露方式   

3）供試生物   

4）暴露期間   

5）試験濃度（設定値）：  

6）試験溶液量   

7）連数   

8）初期細胞濃度   

9）試験温度   

10）照明   

11）pH   

12）分析法  
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結  果   

1）試験溶液中の被験物質濃度  

暴蕗終了時の被験物質濃度は暴露開始時に比較して50％程度の低下が認められたが、藻体もしくは  

プラスチック容器への吸着と考えられたことから、暴露開始時の測定値を用いて、各影響濃度（50％  

生長阻害濃度、最大無影響濃度を算出した。  

2）生長速度の比較による阻害濃度   

50％生長阻害濃度ErC50（0－72）   

最大無影響漉度NOEC取ate O－72）  

：0．580耶几（95％信傾限界：0．556～0．608mg／L），Logit   

：0．32 mg几  

3）生長曲線下面械の比較による阻害汲度   

50％生長阻害浪度駄C50（0－72）   

最大無影幣弧度NOEC仏rea O－72）  

：0．405Ⅱ低几（95％信頼限界：0．392～0．417mがL），Logit  

：0．25 mがL  
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Concentration－InhibitionCurveBased onl；values Calculated from  

the Growth Rates  

Figure2．  

0．1  1  

Concentration（mg／L）  

Concentration－Inhibition Curve Based on LValues Calculated frorn theArea   

under the Growth Curves  

Figure3．  

0．1  I  

Concentration（mg／L）  
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試験委託者   葦幕境省  

表 ジフェニルエーテルのオオミジンコ（伽伽ノ∂卿∂）に対する急性遊泳阻害試験  

塾麹重量   No．2004一生66  

試験法ガイドライン  

本試験は、厚生労働省医薬食品局長、経済産業省製造産業局長、環境省総合環境政策局長  

連名通知「新規化学物質等に係る試験の方法について」（薬食発第1121002号、平成15・  

11・13製局第2号、環保企発第031121002号、平成15年11月21日）に準拠して実  

施した。  

1）被験物質  

2）暴露方式  

3）供試生物  

4）暴露期間  

5）試験濃度（設定値）：  

ジフェニルエーーテル   

止水式  

オオミジンコ（蜘ナ∂瓜窄77∂  

48時間  

対照区，0．48，0．80，1．5，2．0，2．6，4．8mg／L  

公比；1．8（ただし、1．5，2．0，2．6mg／Lは公比1．3）  

100mL／容器  

4容器／試験区  

20頭／試験区（5頭／容器）  

20±1℃   

室内光、16時間明／8時間暗  

無給餌  

試験溶液のpH調整は行わない  

HPLC法  

6）試験溶液塵  

7）連数  

8）供試生物数  

9）試験温度   

10）照明  

11）給餌  

12）pH  

13）分析法  
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結  果  

1）試験溶液中の被験物質濃度  

被験物質の濃度は揮散による濃度減少と考えられたことから、暴露開始時および暴露終了時  

の測定値を用いて幾何平均値を求め、各影響濃度を算出した。  

2）24時間暴露後の結果  

50％遊泳阻害濃度（EC50）：2．92mg／L（95％イ言頼限界：2．59～3．42mg／L），Logit  

O％阻害最高漉度  ：0，76mg／L  

lOO％阻害最低浪度  ：〉4．06mg／L  

3）48時間暴露後の結果  

50％遊泳阻害濃度（EC50）：1．96mg／L（95％信頼限界：1．74～2．21mg／L），Logit  

O％阻害最高濃度  ：0．76mg／L  

lOO％阻害最低濃度  ：4．06mg／L  
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Table8． TotalHardness（as CaCO3）  
（Static Condition）  

Norninal  Meana Measurd  TotalHardness（as CaCO3），mg／L  

Concentration  Concentration  O Hour  48Hours   

（mg／L）  （mg／L）  new  old  

Control   

0．42   

0．76   

1．44   

‖∵麗斐   

2．48   

4．06  

new：FreshlY prepared test solutions  
Old：Test solutions after48hour exposure   
a：Geonletric mean   
－：Not calculated  

Figurel． ConcentrationrResponse（Immobility）Curve  
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試験委託者  環境省  

ジフェニルエーテルのヒメダカ（αブワJ●∂∫ノ∂fJわedに対する急性毒性試験  表  題  

試験番号  No．2004一生67  

試験法ガイドライン  

本試験は厚生労働省医薬食品局長、経済産業省製造産業局長、環境省総合環境政策局長連  

名通知「新規化学物質等に係る試験の方法について」（薬食発第1121002号、平成15・  

11・13製局第2号、環保企発第031121002号、平成15年11月 21日）に準拠して実  

施した。  

1）被験物質  

2）暴露方式  

3）供試生物  

4）暴露期間  

5）試験浪度（設定値）  

ジフェニルエーテル  

半止水式（48時間目に試験溶液の全址を交換）  

ヒメダカ（伽J●∂∫ノ∂とJわf）d  

96時間  

対照区1．2，2．1，3．8，6．7，11．9mg／L  

公比；1，8  

3L／容器  

1容器／試験区  

10尾／試験区  

24±1℃  

室内光、16時間明／8時間暗  

無給餌  

なし  

試験溶液のpH調整は行わない  

HPLC法  

6）試験溶液崖  

7）連数  

8）供試生物数  

9）試験温度  

10）照明  

11）給食耳  

12）通気  

13）pH  

14）分析法  
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弘 一l〔  

l）試験溶液中の被験物質濾度  

被験物質の濃度は、揮散による影響が変動の主因と判断し、各測定値の時間加重平均値（暴露開  

始時と48時間換水前および48時間換水後と暴露終7時の対数平均を算出し、それらの算術平均  

値）を採用した。   

：之）50％死亡濃度  

24時間50％死亡濃度（LC50）：2．82mg／L（95％信頼限界：0．625～3．54mg／L），Logit  

48時間50％死亡濃度（LC50）：2．44nlg／L（95％信頼限界：1．81～3．14mg／L），Logit  

72時間50％死亡濃度（LC50）：1．93mg／L（95％信頼限界：1．58～3．91mg／L），Logit  

96時間50％死亡濃度（LC50）：1．8lmg／L（95％信頼限界：1．50～4．55mg／L）．Logit  

29プ‾   



Table8．   pH Values  

（Semi－Static Condition）  

Nominal  MeanaMeasured  pH  
Concentration Concentration O Hour 24ⅠIours  48Hours  72Hours 96Hours  

（mg／L）  （mg／L）  new  old  new  old  

7．2  7．8  6．9  Control  7．9  7．2  

7．1  7．8  6．9  7．8  7．2  0．87   

1．55   

2．97   

」．95   

9．1l  

7．1  7．8  6．9  7．8  7．1  

7．1  7，8  7．1  7．8  7．0  

7．8  7．2  

7．7  7．3  

new：Freshly prepared test solutions  
Old：Test solutions after48hour exposure  
－－：Allfish were dead at this observation time   

a：Time－Weighted mean  

－：Not calculated  

Figurel． Concentration－Response（Mortality）Curve  
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試験番号第16021号  

要  旨  

表  題   

2，3，3，3，2，，3，，3，，3’－オクタクロルジプロピルエーテルの乃e〟ゐ〟ノ√C血打ノピノノ∂∫〟お印ノ／∂／β  

に対する生長阻害試験  

試験日塾  

2，3，3，3，2，，3，，3，．3，－オクタクロルジプロピルエーテルの乃紺ゐAノ′C血e′ノβノノβ∫〝如β〆ね／∂   

に対する72時間生長阻害試験を実施し，50％生長阻害濃度（EC50）及び最大無作用濃度（NOEC）を   

求め，乃e〝虞フ〟ノ√C血e√ノピノノ∂∫〝お∂pノ／β／βの生長に対する2，3，3，3，2，，3，，3，，3，－オクタクロルジ   

プロピルエーテルの毒性を明らかにすることを目的とする。  

試験方」造  

本試験は「新規化学物質等に係る試験の方法について（平成15年11月21日薬食発第1121002号，   

平成15・11・13製局第2号，環保企発第031121002号）」，別添 藻類生長阻害試験，ミジンコ急   

性遊泳阻害試験及び魚類急性毒性試験，Ⅳ 藻類生長阻害試験に準拠した。  

1）被験物質：2，3，3，3，2，，3，，3，，3，－オクタクロルジプロピルエーテル  

2）試験生物：Pseudbhjl・Chnel・jcJJa subc3PJlala（ATCC22662株）  

3）暴露方式：静置培養法（1日2回軽く撹搾），密閉系  

4）暴露期間：72時間  

5）試験濃度（設定値）：対照区，助剤対照区，0．0015，0．0047，0．015，0．047，0．15，0．47  

及び1．5mg／1（公比3．2）  

6）初期細胞濃度：約0．5×104cells／皿1  

（密閉系での暴露により，pHl．5以上の変動や暴露途中で生長がピークに  

到達することを防ぐために，初期細胞濃度を変更した。）  

7）連  数：3連／1試験区（ただし，対照区及び助剤対照区は6連とした。）  

（各濃度区については，24及び48時間後の分析用試験溶液として別に2連分  

を追加した。）  

8）試験溶液量：100ml／1連  

9）試験水温：21．3～23．8 ℃  

10）照  明：90～95 〃．mOl／m2／s（白色の蛍光灯を用い，連続的かつ均一に照射した。）  

11） pH：7．9～9．0（試験溶液のpH調整は行わなかった。）  

12）培  地：OECD化学品テストガイドライン201Alga，GrowthInhibition Test（1984）に  

示された培地を使用した。試験培地は，水酸化ナトリウム溶液を用いてpHを  

8．3に調整し，滅菌を行った。  

13）分析法：ガスクロマトグラフ法  

2鋼   



試験番号第i6021号  

結   果  

結果の算出は，試験溶液中の被験物質濃度の測定値から，幾何平均により求めた平均測定  

濃度を用いて行った。  

1）50％生長阻害濃度（EC50）：   

連星塗  

ErC50（0－72hr）；1．2mg／1（95％信頼限界：1．0～1．5mg／1）［直線回帰分析法】  

面積法  

EbC50（0－72hr）；0．39皿g／l（95％信頼限界：0．33～0．47mg／1）［直線回帰分析法】   

2）最大無作用浪度（NOEC）：   

塵塵塵 

NOEい速度法0－72血r）：0．12皿g／1伽皿nettの多重比較検定〕  

両横法  

NOEC（面積法0－72hr）：0．12mg／1【Dunnettの多重比較検定】  
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試験番号第16021号  
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試験番号第16021号  
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試験番号第16022号  

要  旨  

菱  題  

2，3，3，3，2，，3’，3，，3しオクタクロルジプロピルエーテルのオオミジンコに対する  

急性遊泳阻害試験  

試験的  

2，3，：i，3，2，，3，，3，，3，－オクタクロルジプロピルエーテルのオオミジンコに対する48時間急性遊   

泳阻害試験を実施し，50 ％遊泳阻害濃度（EC50）を求め，オオミジンコの遊泳に対する   

2．3，3，：i，2，，3，．3’，3しオクタクロルジプロピルエーテルの毒性を明らかにすることを目的とする。  

試験方法  

本試験は「新規化学物質等に係る試験の方法について（平成15年11月21日薬食発第1121002号，   

平成15・11・13製局第2号，環保企発第031121002号）」，別添 藻類生長阻害試験，ミジンコ急   

性遊泳阻害試験及び魚類急性毒性試験，Ⅴ ミジンコ急性遊泳阻害試験に準拠した。  

1）被験物質：2，3，3，3，2，，3，，3，，3，一オクタクロルジプロピルエーテル  

2）試験生物：オオミジンコ（β励ノβ必βgガd  

3）暴露方式：半止水式（24時間後全量換水），密閉系  

4）暴露期間：48時間  

5）試験濃度（設定値）：対照区，助剤対照区，0．0056，0．010，0．018，0．032，0．056，0．10  

及び0．18mg／1（公比1．8）  

6）試験個体数：20頭／試験区（5頭4連）  

7）試験溶液量：21ソ1連  

‡試験生物の投入により，試験溶液中の被験物質濃度が低下することが確  

認されたため，試験溶液量を変更した。  

8）試験水温：19．0～20．4℃  

9）溶存酸素濃度：8．8～9．2mg／1（暴露期間中，飽和溶存酸素濃度の60％を維持した。また，  

エアレーションは実施しなかった。）  

10） p‡：7．7～7．8（試験溶液のpH調整は行わなかった。）  

11）照  明：室内光，16時間明／8時間暗  

12）給  餌：無給餌  

13）試験用水：水道水（つくば市水道水）を活性炭処理し，残留塩素等を除去した後，十分通  

気した脱塩素水  

14）分析法：ガスクロマトグラフ法  

3舶   



試験番号第16022号  

結  果  

結果の算出は，試験溶液中の被験物質濃度の測定値から，幾何平均により求めた平均測定  

濃度を用いて行った。  

1）50％遊泳阻害濃度（EC50）：  

24時間後；0．17mg／1以上■   

48時間後；0．078Ⅰ膵／1（95％信頼限界；0．066～0．093mg／1）【Probit法］  

‡最高試験膿度で遊泳阻害率が50％未満であったため，算出しなかった。  

2） 0％遊泳阻害最高沸度：  

24時間後；0．092mg／1  

48時間後；0．030mg／1   

3）100％遊泳阻害最低濃度：  

24時間後；0．17皿g／1以上  

48時間後；0．17mg／1  

3糾   
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試験番号第16024号  

要  旨  

表  題  

2，3，3，3，2，，3，，3，，3しオクタクロルジプロピルエーテルのヒメダカに対する急性毒性試験  

試験目的  

2，3，3，3，2，，3，，3，，3，－オクタクロルジプロピルエーテルのヒメダカに対する120時間急性毒性   

試験を実施し，50％致死濃度比C50）を求め，ヒメダカに対する2，3，3，3，2’，3’．3’，3’－オクタクロ   

ルジプロピルエーテルの毒性を明らかにすることを目的とする。  

革験方法  

本試験は「新規化学物質等に係る試験の方法について（平成15年11月21日薬食発第1121002号，   

平成15・11・13製局第2号，環保企発第031121002号）」，別添 藻類生長阻害試験，ミジンコ急   

性遊泳阻害試験及び魚類急性毒性試験，Ⅵ 魚類急性毒性試験に準拠した。  

1）披験物質：2．3，3，3，2，，3，．3，，3，－オクタクロルジプロピルエーテル  

2）試験生物：ヒメダカ（物ノβ∫／∂／／卯カ  

3）暴露方式：半止水式（24時間ごと全景換水），密閉系  

4）暴露期間：120時間（被験物質が難水溶性のため，延長した。）  

5）試験濃度（設定値）：対照区，助剤対照区，0．027，0．047，0．084，0．15，0．27，0．47，  

0．84及びl．5mg／1（公比1．8）  

6）試験個体数：10尾／試験区  

7）試験溶液量：541＊（収容密度；0．009g／1）  

‡試験生物の投入により，試験溶液中の被験物質濃度が低下することが確  

認されたため，試●験溶液量を増量した。  

8）試験水温：23．3～25．0℃  

9）溶存酸素洩度：7．9～8．5mg／1（暴蕗期間中，飽和溶存酸素濃度の60％を維持した。また，  

エアレーションは実施しなかった。）  

10） pH：7．8～8．0（試験溶液のpH調整は行わなかった。）  

11）照  明：室内光，16時間明／8時間暗  

12）給  餌：無給餌  

13）試験用水：水道水（東京都多摩市）を活性炭処理し，残留塩素等を除去した後，十分通気  

した脱塩素水  

14）分析法：ガスクロマトグラフ法  
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試験番号第16024号  

結   

結果の算出は，試験溶液中の被験物質濃度の測定値から，幾何平均により求めた平均測定濃度  

を用いて行った。  

1）50％致死濃度（LC50）：   

96時間後；0．59mg／＝95％信頼限界；0．48～0．75mg／l）tProbit法〕   

120時間後；0．46皿g／1［Binominal法］   

2） 0％死亡最高濃度：  

96時間後；0．24mg／1   

120時間後；0．24mg／1   

3）100％死亡最低濃度：  

96時間後；1．2皿g／1   

120時間後；0．71mg／1  

3必7   



試験番号第16024号  
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JCLO48108  

要 約  

1 表題  

8一ヒドロキシキノリンの藻類（ア∫e〟ゐ掠c力〃erge侮∫〟あc呼如才α）に対する生長阻害試験  

2 試験結果   

2．1面積法により求めた結果  

EbC50（0－72）：0．32mg／L（95％信頼区間：0．30～0．35皿g／L）（プロビット法）  

NOEC（面積法0－72）：0．17mg／L（ダネット型の検定）   

2．2 速度法により求めた結果  

ErC50（0－72）二0．52mg／L（95％信頼区間＝0．48～0．57mgノL）（プロビット法）  

NOEC（速度法0－72）：0．17mg／L（ダネット型の検定）  

3由   
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